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小中学校教育における音楽科と他教科間の統合に関する意識調査
― かな演奏表現の為の「横断する学習」の 要性―

とみ
(発達教育学部教育学科 師)

小中学校の音楽科授業では一定数の児童や生 が 楽・歌唱の演奏表現に対して 意識を持つ。 意識の を り げて

くと、「 味が持てないのでおもしろくない」ことが大きな要 であることが多い。 味を持たせる為にはどうすればよいのか。

そこから で、よりよい演奏表現を目指させる為には、教師はどのような指導を念頭に置けばよいのか。その為の一助として、

音楽科からのみではなく多 面からのア ローチを行うことで生じるメリットを分 し「他教科との統合」による有用性を考える。

学生が取り組 だ実践を例として「横断する学習」への取り組み を した。また、「学生が感じる小中学校に於ける音楽科と

他教科との関連性の え 」についてアンケート調査を行った。それらをもとに、 かな演奏表現を目指すにあたっての「音楽科

と他教科との統合」が及ぼす効果を分 ・考察した。

キー ー 横断する学習、 統合学習、音楽科と他教科、教科間の関連性、演奏表現への 味

.

歌唱であれ 楽であれ、演奏する際に「何を演奏したい
のか」、「どのように演奏したいのか」という、表現へのイ
メージが しない演奏は単なる音 の 列となりか
ない。特に 能力や演奏 術が 分でない児童や生 に
取っては、音楽の内容や構造を理 することなく、ただ「演
奏」を強いられることは となる 合が多い。ではより
よい演奏表現に取り組む意 を持つ為には、教師 はどの
ような指導を行って けばよいのだろうか。
本学、教 養成課 の学生に、小中学校で けた音楽の

授業についてディス ッシ ンの時間を設けた 果、音楽
の授業が である大きな として「上 く演奏できな
いから 味がない」、「 味がないから上 く演奏できない」
等が がった。また、音楽の演奏に関しては以 の 4 つの
領域に分けられることが分かった。
① 上 く演奏できる。/ 味がある。
② 上 く演奏できる。/ 味がない。

上 く演奏できない。/ 味がある。
上 く演奏できない。/ 味がない。

本論では意 改 を目的として、領域 を主対 とした
ア ローチを する(最 的には演奏 術も 上するこ
とが ましく、 的に 領域を経 し①領域へ 達する

長 的な展 を目 とした)。
              

小中学校指導要領で 1されている「他領域との統合」
2であるが、「 域社会との連携による統合」3と「他教科と
の統合」が げられる。 を 日 的な での統合とす
るならば、 は日々の学習に した での統合と言える。
児童や生 が音楽に 味を持つ為の な 動力 りえ
る「他教科との統合」について、STEAM 教育の概念を
り交 ながら分 ・考察を行う。

. 文

本論では、「 味を持ってよりよい演奏表現を目指す指
導の為に音楽科と他教科との統合実践に 要な意識」につ
いて する。小中学校の年間指導 表4などにも「他

上 く演奏できる

味がある
味がない

上 く演奏できない

上 く演奏できる

味がある ①

上 く演奏できる

味がない

②

③

味がない味がない
④

1

丹 羽 ひ と み
（発達教育学部教育学科非常勤講師）

その他

小中学校教育における音楽科と他教科間の統合に関する意識調査
─豊かな演奏表現の為の「横断する学習」の必要性─



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）増刊号

─ 142 ─

―2―

教科との統合」の欄があるが、統合 法や実践 法、演奏
表現への 用 法が教 養成課 の学生には 的に想
定しがたい。学生が実践例を経験して くことによって、
他教科との統合を効果的に 用できることを目的とした。
まず他教科との統合を める為の要 として、STEAM 教
育について 単に る。

STEAM

他教科との統合を論ずる時に STEAM 教育についての
言及は けられない。 年 STEAM 教育5に対しては様々
な研究も み、教育現 で 的に導入されている。教科
間の連携を る STEAM 教育であるが、 初はＡがない
STEM 教育から まった。Science(科学)、Technology (
術)、Engineering( 学)、Mathematics(数学)を統合的に学
習する STEM 教育に、 に Arts(芸術を表すアーツ Arts、
及び教養を表すリベラル・アーツ Liberal Arts)を統合した
教育 法が STEAM 教育である。

1990 年代に まった STEM 教育は 際 力を高め
る為、科学 術人材の育成を目的とした教育 として
目された。しかしながら、STEM だけでは収束思考に陥り
がちになり、それに Arts を加えることにより拡散思考が
加わり創造的な発想が生まれるとされた6。その為の実践
である「横断する学習」によって児童や生 の視 を広げ、
創造性を発達させるための様々な試みがなされている7。
日本に於いては、「STEAM 教育」は通 STEM の割合が
要視される があり、Ａの 性の 開が の問題

と言われている。子ども達の年 が上がる に STEM 教
育の中に Arts が自 に 合して相互的な 力を発 で
きるような試みが 要と言える。

には STEAM 教育と「(音楽科と)他教科との統合」
は、 全に同一であるとはいえない8。本論では、STEAM
教育が有する 面としての「音楽科と他教科との統合」に
ついて て きたい。

文

「STEAM 教育」及び「他教科との関連」に関しての
研究は様々な 点から められている。荒川(2022)は音楽
科における STEAM 教育の 点から、《翼をください》(山
上 作詞 作曲 1971)、《ハンガリー舞曲第
番》(J.Brahms 1867)を取り上げ、楽曲内のテンポの変化

を多面的に えたものをグラフに 化させて数学的に表
している(Arts の Mathematics 的な分 )。永守(2011)は
STEAM 教育に関する座談会「音楽科と他教科の連携」で、
STEAM 教育の概念を 築に例えている。 が、多
(Science、Technology 、Engineering、Arts、Mathematics)
にわたっている ど基 が となり、上に築いて く
も創造性を持って 築できるという内容である。また、

同座談会の中で、加藤(2011)は、音楽科は「 な教科の
になりえる」と ている。これらは、 ークマン(G. 

Yakman)の STEAM 教育のピラ ッ 型 と共通した
「 」であると言える( )。 は の広さを元に
発展して く可能性として視 的にも実感できる。

STEAM教育という言葉が使用され めたのは 2006-2008
年であるが、同様の内容を「他教科との連携」に関する研
究で小島(1999)は の育成に例えて ている。いずれ
の 合も や の さ、 かさがより大きな発展の
可能性に がるという点が共通している。

また大谷(2021)は、「ありたい の創造・探 (拡散的
思考に基 く創造)」として、まずＡ(Arts)を、そこから
E(収束的思考に基 く創造)を経て、STM で「ある き
の創造・探 」へと る考え を している。

尾崎・小助川(2019)は の「花」を題材に中学
校で発問の導入効果を論じ、中学校で学習していることが
実際には社会に対しどのように生かされているか、生 の
ークシートの言葉を取り上げて、横断する学習について
ている。STEAM 教育、他教科との連携、いずれの

合も拡散的思考の育成に 可 なものとして音楽科を
えている。
では、実際には教 養成課 の学生は「各教科との関連
性」をどのようにとらえているのであろうか。

STEAM
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教育現 で「他教科との統合」を実践する為の基 の一
つとして、2022 年 10 月に ンライン上で「テスト問題」
を設定した。今回は試験的試みとして、小学校学習内容中
心の問題を設定し、 意取り組みとした。2022 年 10 月～
12 月の 間に 127 名中 38 名(29.9 )の 答があった。内
は、①発達教育学部教育学科教育学専 (以 教育学専
とする)( 修/A) 101 名中 24 名(23.8 )、②発達教育

学部教育学科音楽教育学専 (以 音楽教育専 とする)、
及び発達教育学部児童学科(以 児童学科とする)( /

) 26 名中 14 名(53.8 )である。Ａと の 答率に
があるのは、Ａに て は 修でであり、初めから
音楽に関して関心が高いこと、かつ音楽教育専 や児童学
科など音楽の専門性が高い学科の学生が 修し、音楽関連
の授業に関しては 的 裕を持って できる為、 意
の課題に取り組む 裕があることが であったと
は考える。
テスト問題は【他教科との統合にチャレンジしよう 】

のタイトルで、算数、理科、 語、社会、 語の 問を
設定した。また目 として制 時間は 30 分としたが、何
回でもチャレンジ可能とした。

1

1.【算数/(数学)】演奏時間は ( 算問題)

設問内容 度指定が =60 とします。

どちらの曲の演奏時間がどれだけ長いでし う。

最初から最 まで 度に変化はないものとします。

① 4 分の 4 子 32 小 ② 4 分の 3 子 40 小

=60 は 1 分間に四分音 を つ回数による 度指
である。つまり 1 分(=60 )÷60 回 =１ 回/ 、
1 間に 1 回四分音 を つ さとなる。
4 分の 4 子は 1 小 中に 4 分音 4 個分、 分の 子
は 3 個分の長さを持つ小 であるので、
① 1×4×32=128
② 1×3×40=120

128-120=      答え①が 8 長い演奏時間
という式と えが「正 」となる。これは =60 という表
記が何を指しているのかという音楽記号への理 、 子の

いによって１小 の長さがどれだけ ってくるかとい
う 子記号への理 、それらを基 識とした立式・ 算
を要 される問題である。この設問に関しては、 算間
いや、問題の主 を正しく理 せずに「①」など番号だけ
を答えた 答、長さを でなく「8 小 長い」などの
全な 答が に多かった(部分正 とした)。音楽の基
的な 能力と音楽記号の 識、つまり音 の長さや 子
といった演奏する上で 可 な 識と算数の 算の組み
合わせであるが、 全な 答の多さに関しては 語の
力も関連していると分 できる。

2

2.【理科】月( め問題)

設問内容 共通教材に《うさ 》(第 3 学年共通教材)がありま

す。9

うさ は「月見て る」と歌詞にありますが、 々はな 月

の を見ることができないのでし う。

月は に対して( ① )も、月自 の( ② )も ぼ 1 か

月です。なので同じ 度ずつ 動と回 が こるので、いつ

も同じ面しか見れないのです。

小学校歌唱共通教材、第 学年の《うさ 》に関連して
「月」について考えることを目的とした問題を出した。こ
れは、 ぼ全 が正 (① ②自 )であった。( 名、
回 、 などという 答があった)。 日、授業内に於
いて、「子どもに月の自 ・ を説 する 法」につい
ての実践を行った。学生は理論としては理 しているが、
子どもに理 できるような説 法については、適 な言
葉と例を用いることが であった。この設問は、音楽的
術を高めるというよりは、音楽 面からのア ローチで

他教科(理科)への理 を深める例として った。

3.【 語】言葉の意味を考えよう (フリーテキスト)

設問内容 第 6 学年共通教材の《おぼろ月夜》10について考え

まし う。

①おぼろ、の意味を答えまし う。

②なのはなばたけに いり うすれ みわたす やまのは

かすみ かし

の、「やまのは」、を漢字で書きまし う。
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小学校歌唱共通教材、第 6 学年の《おぼろ月夜》を題材
とした。漢字を使用することで、改めて歌詞の意味を正し
くとらえることを目的とした設問である。①「おぼろ」(漢
字では )に関しては、 答した学生は、 ぼ大意に於い
ては正 であった。「くす だ」なども正 の とした。
②の、歌詞を漢字仮名交じり文で書くという問題では、何
人かが、「山の 」でなく「山の葉」と「葉」で答えてい
た。また、「ス イライン」と答えていた学生もいた。歌
詞の意味を正しく える 要性を感じる例である。 ンラ
イン 答 式であり、調 てから書いた学生も多いと思わ
れるので「山の 」に関しては、想定していたよりも正
が多かった11。「改めて、このように漢字で書くことが

分かった」というコメントの学生もいた。歌詞の漢字を正
しく することで、 められた意味に対する理 が深ま
り、歌唱時のアクセントやブレスも変化する。それによっ
てより高度な表現が可能となることを、この例で学生は実
感していた。

4.【社会】いつの時代

設問内容 の作曲 の中で、日本だと 時代に生まれた

人は でし う。全 書きまし う。

① バッハ(《 上のアリア》など)

② シ ン(《 雄ポロ ー 》など)

ベートー ェン(《第 9 交 曲》など)

ーツ ルト( ラ《 》など)

この問題に関しては正 率が低かった。中学校では本
的に 分 を学習するが、世 と日本 の関連性の
が であるという 果となった。J.S.バッハ(J.S.Bach、

1685-1750)、F.シ ン(F.Chopin、1810-1849)、L.v.ベー
トー ェン(L.v.Beethoven、1770-1827)、W.A. ーツ ル
ト(W.A.Mozart、1756-1791)の生 から 年までを含む活
動 間は、バッハ 生の 1685 年からシ ン の 1849
年である。 開 (1603)―大 (1868)であるの
で、①～ は全 が 時代の生まれとなる。学生に聞き
取りをしてみると、バッハなどは「大昔の人」というイメ
ージが大きく、日本 に らし合わせてみた 合でも「大
昔」といったイメージでとらえていた。クラシック音楽12

と言われる音楽ジャンルの作曲 の多くが、日本 上では
時代以降の生まれであることに改めて いたもよ

うである。学生の持つ 識を念頭に、世 の中での
作曲 の時代を のライン、世 と日本 を対 した上
での 理的 置を横のラインとして を び付けて
する 要性を は強く感じた。

5

5.【 語】どれが 語の歌

設問内容 小学校で 語の歌を歌うことも多いです。

さて、どれが 語 で生まれた歌でし う。

① 《キラキラ 》

② 《 》

《 ーデル イス》

この設問に関しても正 率が高くなかった。どの曲も
時より に にする有名な曲であるだけに、改めてど

の曲が 語 生まれの歌であるかを意識する 会がなか
ったのではないかと考える。 サ ン ・ ブ・ ュージ
ック は ーストリアが舞 であるが、アメリ 制作であ
るので、正 は の《 ーデル イス》となる。しかし他
の 2 曲を だ学生が多かった。学生にとって聞きなじ
みのある曲は、 意識に「 語の曲」と感じている が
見られた。
設問１～ に取り組 だ学生の意見としては、「自分で

問題に取り組 でみて、思っていたことと うというのが
改めてわかった」というコメントが多かった。また、「こ
のように音楽と関連した問題を、実際に小学校(中学校)で、
学年の理 力に合わせて出してみたい」、「音楽という
り から他教科に取り組 だ 合、改めて発見できたこと
も多い」というコメント13があった。

に各設問の正 率について分 する。 みにこの「テ
スト」は １ で た通り取り組みは 意である。
修 全 の 課題とした 合には正 率の低 は け
られないであろう。また、設問１～ に関しても、取り組
だ学生全 が全問を 答したわけではない。 回答の設

問がある学生もいる。
設問の 度設定であるが、 １ で たように今
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回は 問とも小学校で学習する内容を基 として出題し
た。しかし大学生であっても 100 の正 が られなかっ
た。これに関しては音楽科との統合という での出題によ
り、 み く際に を感じたことが正 率の低 の一
ではないか。だが 数教科間での取り組みであるからこそ
確実な理 力の有 が試されると は考える。
各設問に関する正 率は以 の通りである(表 )。設問

1 に関しては 全 答率を している。部分正 も入れる
と設問 1 の正 率は 89.19 となるが、問題の意 を正確
に み くという点から 全正 を対 に正 率を算出
した。設問 、 は部分正 なしとした。

は表 6 の正 率をグラフ化したものである。
に見られるように、正 と部分正 を合わせた であれば、
設問１～ はどれも正 率は 80 である。 て設問
、 の正 率が 50 という 果になっている。設

問 、 は年代(作曲 の生まれた時代)、 域(どこの
の曲であるか)への横断的な 識を持つことが 要とされ
る内容である。
以上の点からも、改めて音楽科と他教科を関連付けた学

習に取りくむ 要性を感じた。STEAM 教育で言及される
横断的な学習に着目し実行することは、児童や生 の広い
視 を育む 助けとなると は考える。
なお今 は、今回のテスト問題に取り上げなかった教科、

また中学校では各分 に 分化された内容を見 えた問
題を 加して く予定である。今回の Web を 用したテ
スト 式の設問の他にも、学生は授業内において様々な
「音楽と他教科との統合実践例」に取り組 だことを付け
加えておく。

教 養成課 の学生が「小中学校の授業の中での音楽と
他教科との関連性」をどのようにとらえているかを調査す
る為に、Ａ、 の学生を対 として、2022 年 12 月 8 日～
9 日、第 11 回授業日にアンケートを実施した。Ａで 101
名中 51 名(50.5 )、 で 26 中 20 名(76.9 )、合わせて
55.9 の回答を た(入力は 日中 意の時間としたので、
入力の学生が 44.1 いた)。
年「小中連携」14に関する様々な取り組みが され

ているが、小学校と中学校、各々における音楽科と他教科
への え への の り を する為に、設問は小中
学校を分け、それぞれについて統合しやすい教科について
のアンケートを行った(表 )15。

表 アンケ―ト設問

アンケート と他教科の関連性についての意識調査―音楽と他教科の統合についてー

１.小学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教科は何ですか( 数回答可)。

①算数 ② 語 社会 理科 語 作 育 音楽は(他教科と)関連 ける 要がない。

.中学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教科は何ですか( 数回答可)。

①数学 ② 語 社会 理科 語 術 術 育 音楽は(他教科と)関連 ける 要がない。

3.設問 で数学と答えた人へ。中学校数学と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

①数式 ② 関数 確率・ など

4.設問 で 語と答えた人へ。中学校 語と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

14 19 4 37 37.84%
28 2 5 35 80%
30 2 4 36 83.33%
17 20 37 45.95%
21 16 37 56.76%
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①現代 語 ②古典 書

5.設問 2 で社会と答えた人へ。中学校社会と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

① 理 ②

6.設問 2 で理科と答えた人へ。中学校理科と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

① 理 ②生 化学 学

7.設問 2 で 術 と答えた人へ。中学校社 術 と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

① 術 ②

8.設問 2 で 育と答えた人へ。中学校 育と音楽が統合しやすいと考える分 を答えてください( 数回答可)。

① ② 育

９.小学校で「音楽」だけで授業を行った 合、あなたが考えるメリットを答えてください。(自 記)

10.小学校で「音楽」だけで授業を行った 合、あなたが考えるデメリットを答えてください。(自 記)

11.中学校で「音楽」だけで授業を行った 合、あなたが考えるメリットを答えてください。(自 記)

12.中学校で「音楽」だけで授業を行った 合、あなたが考えるデメリットを答えてください。(自 記)

まず、小学校と中学校で統合しやすい教科の は する
のかという点について分 する。上記アンケートの中の設

問 1、 にあたる「音楽と他教科への統合」に関する意識
において、小中学校の対 が の表である。(表 8)

( )

１ 小学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教

科は何ですか。( 数回答可)       

.中学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教

科は何ですか。( 数回答可)         

教科 人数( 数 177) 教科 人数( 数 167)

① 算数 12 6.8 ① 数学 5 3.0

② 語 18 10.2 ② 語 27 16.7

社会 14 7.9 社会 12 7.2

理科 6 3.4 理科 9 5.4

語 40 22.6 語 44 26.3

作 31 17.5 術 26 15.6

1 0.6 術 4 2.4

育 55 31.1 育 39 23.4

音楽は関連付け

る 要がない

0 0 音楽は関連付け

る 要がない

2 1.2

1 2 3

表 8 に見られるように、小学校において「音楽と関連付
けたらよい」、「統合しやすい」と学生が感じた教科は、

育(31.1 )と 語(22.6 )が 出して多かった。
特に は音楽と関連付けての学習の 要性を強く感じて
いる学生が多い。これは、小学校では「音楽を演奏する時
には を動かして表現することが多い」、「 育の時間
に音楽を流して 動することが多い」などの理 で に

共通点を感じているからであると は考える。 に関し
ては、小学校での 語教育の導入により、 語歌に取り組
む 会が 加していることが であると考えられる。
に (0.6 )は「関連 けられる」と考えた学生が ど
いなかった。また 「音楽は関連付ける 要がない」(0 )
と答えた学生は 名であり、小学校教育に於ける音楽科と
他教科の統合については、回答した学生全 が「 要であ
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る」と感じている 果となった。また、いわ る主要教科
と言われている教科の中では 理科が低く(3.4 )学生が
音楽と理科との 的な統合の 法に していること
が見てとれる。

に、学生は、中学校における音楽と他教科の関連性・
統合のしやすさについてはどのように感じているのであ
ろうか。中学校に於いても、統合しやすい教科と考えられ
たのは小学校と同じく 語(26.3 )及び ( )
育(23.4 )である。 し小学校の 合に て 1 と 2
が している。中学校になって 語の が えたのは、
語歌などを歌うことは元より、本 的に hearing、

reading、grammar が学習内容となる為、音楽を 用する
ことでリ ルに 語習 ができるからではないか。こ
れに関しては なる が 要とされる。② 語(16.7%)、
理科(5.4%)、 ( 術) (2.4%)に関しては中学校の

が統合しやすいと感じている学生が多い。②に関しては、
歌詞の内容への理 、文 を する際のリ ムなど、小
学校に引き き 要とされる「言葉に対する音楽的要 」
を強く感じている為と考えられる。 に関しては、「 術」
がついたことによって割合としては 4 になっているの
であるが、その内 が ずしも、全てが「 術」に るも
のと断言できない。今 の課題として、どのような部分で
統合しやすいと感じたのか、調査が 要とされる。
小学校に て大きくに したのは数学であろう。①

算数(6.8 )から①数学(3.0 )になって、「関連性を感じ
る、統合しやすい」と考える学生が小学校の 分以 の
果となった。これは で のように、算数から数
学に変わったことによって、学習す き内容が一変するこ
とにもよると考えられる。

  
      

と を同数に置換して する( )。 、 を すると、 部では はあるものの、
全 のグラフ ターンとしては類 していると言える。小
学校と中学校では大まかには「統合しやすい、統合しにく
い教科への意識」は大きく変化していないと言える。
小学校よりも割合が 加しているものに、 音楽は関連

付ける 要がない、 術 、② 語、 理科、
語、があるが、 から 加した は別として、大きく
加しているのは②であろう。これは古典の学習の開 も大
きい。

に しているのが、①数学、 育(小学校と
して 4 分の に はしているが 2 である)、 社

会、 術である。①は したように学習内容が大きく
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変化し分 別の取り組みが専門的となる。生 も思考回
の変化に対 することに される。 は したとはい
え、大きな は見られない。 の であるが、同じ芸
術であるので、もっと互換性を感じる学生が多いと想定し
ていたが、 に した。これは小学校では が取り組
みを り みやすかった教科であったのに対し、中学校で
は「 は 立した専門性を有した学習内容となった」と
感じた学生が多かった為であろう。 において
するが、中学校では音楽を「より専門的になった」と感じ
る学生が多かった。 も しているが、 出グラフに見
られるように、「 育」に関しては ろ大きな 加 に
ある。 育に関する は「 」の分 に対する
果と言えよう。

に、中学校の各教科内での各単元・分 (以 分 と
表す)についての意識調査の 果を る。中学校では各
教科内での分 別学習が 確となる。各分 と音楽科との
関連性について学生はどのような意識を有しているのか
を 分 した。なお今回のアンケートでは、分 が 確
である教科(数学、 語、社会、理科、 術 、
育)を対 とした。また、各分 への意識の持ち のみを
調査し、 的な統合例に関する調査は今 の課題とした。

9

3.設問 で数学と答えた人

中学校数学と音楽が統合しやすいと考える分 を答

えてください。

分 人数( 数９)

① 数式 4 44.4%

② 3 33.3%

関数 1 11.1%

確率・ など 1 11.1%

1

特 としては、①「数式」、②「 」と言った、小
学校の 長 上ともいえる分 は統合しやすいと感じて
いる。2 分 を合わせるとおよそ 78 になる。 「関
数」や 「確率」など、中学校から学習が まった た
な分 に関しては統合しにくく感じるようである。 や

に関しては、まず分 の理 が であると学生は感
じている、と は考える。

10

1

特 としては、②「古典」が 数を めている。これは、
「古典」と「古語を使用した歌唱曲」の関連を意識できる
ようになった 果と考えられる。これに関しては 的な

が 要である。①「現代 語」も ぼ 数を めてい
る。①②を すると、中学校での歌唱に於ける言葉の
要性を強く感じていることがうかがわれる。 「書 」に
関しては どの学生が関連性を感じなかった。

11

5.設問 2 で社会と答えた人

中学校社会と音楽が統合しやすいと考える分 を答

えてください。

分 人数( 数 19)

① 理 7(名) 36.8%

② 11 57.9%

1 5.3%

1

大きな割合として②「 」が 6 割 くを めている。
これは音楽 的な学習が中学校になって 加したことで、

との関連性を強く感じる為であろう。①「 理」も
割 が 要と考えられており世 各 、 域性のある音楽
に れる 会が 加する為と考えられる。①②を合 して
時 列や 間的な との関連性を感じていると言える。
に 「 」はあまり関連性を感じられていない。

的な内容と音楽の関連は 要であると学生は考えてい
る。

4.設問 で 語と答えた人

中学校 語と音楽が統合しやすいと考える分 を答

えてください。

分 人数( 数 34)

① 現代 語 16(名) 47.1%

② 古典 17 50%

書 1 0.3%
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12

6.設問 2 で理科と答えた人

中学校理科と音楽が統合しやすいと考える分 を答

えてください。

分 人数( 数 12)

① 理 4(名) 33.3%

② 生 4 33.3%

化学 3 25.0%

学 1 8.3%

1

同列 1 で①「 理」と②「生 」が同数の 果となっ
た。②に関しては生 を った楽曲も多く し、想定内
と言える。①をどのような で音楽と統合させるのか、
STEA 教育の中の、Science(科学)、Engineering( 学)に
も関連した意識であると 測できるが、 については、
調査を今 めて く 要がある。 化学も一定数 す
る16。 学に関しては現 では関連性を強く感じていな
かった。

13

7.設問 2 で 術 と答えた人

中学校社 術 と音楽が統合しやすいと考える分

を答えてください。

分 人数( 数 3)

① 術 2(名) 66.7%

② 1 33.3%

1

中学校になって①「 術」が②「 」の の割合とな
っている。「 術」という言葉からの連想で STEAM 教育

の中の Technology( 術)という言葉を学生はイメージし
た可能性がある。実際には、中学校において「 術科」が
どのように「音楽科」と関連していると考えているのかを
調査するのは今 の課題である。

14

8.設問 2 で 育と答えた人

中学校 育と音楽が統合しやすいと考える分

を答えてください。

分 人数( 数 39)

① 0(名) 0%

② 育 39 100%

1

果が 確に分かれて②「 育」が 100 という 果と
なった。②と音楽の関連性を大きく評価しながらも、①「
」は 要と考えることによって全 としての割合が小学

校よりも した例である。
全 を通して分 すると、分 別へのアンケートを行っ

た 果、「音楽との統合がしやすい」と答えた分 での
が 確なものもあれば、いかなる理 をもってこの 果

に ったかということが想定しにくいものもあった。今
の課題として、各分 において「統合しやすい」とした
及び統合の 例の調査が 要と言える。

に設問 9～12 に於いて「統合をせずに、音楽だけを学習
した 合」のメリットとデメリットを、小学校及び中学校
を別個に設定し、自 記のアンケートを行った(表 15)。

15 ( 文 )

設問 9(小学校・メリット)

音楽活動に 中できる。音楽の らしさをより実感しやすい。 的に音楽に取り組むことができる。音楽が な児童が他教

科への学習意 を げることがない。音楽的な感性が研 まされる。 に音楽を楽しむことができる。 識が ることがな

い。日本の 統的な音楽などに しむことができる。音楽の授業が ないので 1 回 1 回が 。音や音楽そのものに を けられ

る。 しく考えることなくただ、音楽を楽しむことができる。専門性や 識がより深まる。感 性が かになる。

設問 10(小学校・デメリット)
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音楽を単 としてしかとらえられない。 中力が かない子がいる。音楽を 要と考えている子には で な時間と け取

られか ない。 な人には価 を見出せない。学びを日 生活や他教科に生かすことができない。ただただ「楽しい」だけの授

業になってしまう、楽しいのはいいことだけど びにきているわけではないから。実生活に活かし らい。音楽の成り立ちや

を深く考えられない。ハー ーやリ ムの 一さを間 いとして評価してしまうこと。音楽に れて感じたことを言葉や 、

などで表現することができるのにそれができない。感じたままに表現する 法が なくなってしまう。 の高そうなものとし

て 識されてしまう。音楽で た 識を活かす 面が なくなる。音楽が にあ れていることに き らい。理 が い表

面的な学習になってしまう。音楽は社会に出た時に実用性に けるという を持ってしまう。

設問 11(中学校・メリット)

専門的な授業が行いやすい。音楽に 中できる。世 の音楽や自分の らない世 について ることができ視 を広げることがで

きる。小学校とは い、歌い や声の高さの も広がったので歌うことのできる曲の が広がる。思春 に入り 発的な生 でも

授業に取り組みやすくなること。学 の授業でないことも相まって時間にメリハリを感じることができる。多感な時 に様々

な 感情 が入り じった音楽に れることで、自分に り う何かを見つけたり、発散する何かを見つけたり、 和性を感じた

りと言ったことができる。子供たちが け の 義 法で な時間を ごすことなく楽しく授業を けることができる。協調性や

表現力が につく。音楽が 意な生 が きてしまう。他教科の を れることができる。 強の きになる。そもそも「音

楽だけ」で授業をおこなうことはむつかしいと思う。

設問 12(中学校・デメリット)

多面的な考えを取り入れることができず、芸術的な 点に った一 な教科になってしまう。音楽 の学校の 要性や他教科の

味が れること・ かな 所で座って かに聞く授業に れることができない。音楽で に着けた 識が実際にどう活かせるの

か らないまま わってしまう。その だけの音楽になってしまう。音楽について学ぼうとしても持っている語 の なさにより

支 をきたすと考える。変声 の問題が出てきて対 に ることがある。音楽に 味がない人には全くおもしろくない、 味がわ

かない教科になってしまう。 楽 など他教科と統合したものの学習ができず、 ばせる表現力の が られてくる。合唱コン

クールなどのイベントで他の 生が関 しにくい。他教科との がりを感じられない。 意・ がはっきり分かれてしまう。音

楽の学習意 に が生まれる。世 の 語の音楽や ンスと音楽、表現 動など関連付けて学習できることがもったいない。

験に けて基 識もしっかりと学びたいと感じている生 にとって わしいものに感じられること。専門 識が多いためどこか

しくて い になる。 い授業になってしまうこと。成 の為に学ばなければいけないものと 識してしまう。多用な考え

ができない。教えるの一 通行になってしまう。音楽への意 が低くなって く中で音楽 れが むかもしれない。授業で習う音

楽の 識を活用する 面を想 することが しい。他教科との分断、他教科と組み合わせることで初めて能力が開花する生 の能

力を正 に評価することができない。 に ったリ ム感 しか持つことができなくなる。各 の音楽ができた 的 や

理的 を げて考えられない。

アンケートの回答を 括すると、音楽だけを学習した
合のメリットとして、「 中できる」、「感性が研 ま
される」、などが げられている。小学校では、「音楽そ
のものの成長」、中学校ではそれに加えて、「音楽そのも
のを通して人間として成長できる様々な点」に 点が て
られている。また音楽だけを学習した 合のデメリットと
して、小中学校共に「音楽の 用性を している」、「多
的なものの見 ができない」、などがあった。メリット

に関しては「 中性」、デメリットに関しては「視 の拡
大の 」に関する言及が多かった。また 味深い意見と

して、デメリットとして「音楽を他と関連付けないな て
ない」「楽しいだけで わりか ない」等という意見

があった。
これらを すると、メリットは、小学校では「 中」

「 」、中学校ではそれに加えて「専門的な習 」が
げられる。対して、デメリットは小学校、中学校ともにコ
メント も多く、 ラ ティーに だ回答となってい
るが、「音楽であれ、他教科であれ、 意識の を
回する 立てがない」、「一律的な内容になってしまい、
多 的な ができない」と言った「拡散的思考に がる
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学習意 への 会 」と言った点が多く げられている。
中学校では「専門的な学習」に関するコメントがメリッ

ト、デメリットどちらの 合にも げられているが、専門
的になるからこそ、音楽だけの授業の取り組みがメリット
であると感じる 合とデメリットであると感じる 合に
分かれている。また、小学校についてよりも、中学校につ
いての が への言及がより多く、統合学習に対する問
題意識は中学校での学習に対しての が強く感じている
ことが見てとれた。いずれにしても、音楽だけを学習する
にせよ、他教科と統合するにせよ、それぞれのメリット、
デメリットを学生は感じていた。 条 にどちらが正しい
という 論には らないが、その上で全 を分 すれば、
他教科との統合の有用性を学生は強く感じている 果と
なった。

今回設定した「Web 上のテスト問題」は試験的な試み
であった。内容としては「音楽の要 を通じて他教科への
理 を深める」という内容的 面が強く「他教科を通じて
音楽への理 を深める」 点としては多 い。しかし
日に行ったアンケートの「何をメリットと思うか、何をデ
メリットと思うか」との設問を加えて 査すると、音楽科
から他教科への働きかけで生じる有用性のみならず、「他
教科との統合により音楽の深い学習ができる」等、他教科
から音楽への働きかけで生じた有用性を念頭に置いたコ
メントを多く見ることができた。「音楽科から他教科」「他
教科から音楽科」といった、 に連動する取り組みが
「横断する教育」となり、児童や生 の意 の 上に が
ると学生も考えている。教育現 の指導として児童や生
がより かな演奏表現に取り組む為には、音楽への 味を
持つことが 提条 として 要であり、その為には他教科
からのア ローチが有効であると感じている 果となっ
た。
「横断する学習」を実施する 合には横断の為の拠点が

1 文部科学省 成 29 年 7 月
2 成 10 年より「 合的な学習の時間」が設けられるよう
になり、それにつれて、音楽と他教科との関わり合いも多
的となった。

3 域の 礼や 統芸能の などが他領域との統合と言え
る。

要である。各教科における「拠点」として教科ごとの基
識は と言える。児童や生 が音楽に 味を持つ為

には、まず率 して指導 が広 に って基 となる
識や 能を習 している 要性がある。基本 識等がなけ
れば各教科間の連 法が想定できず、また、それを 用
した展 が持てないからである。指導 が広 の基本
的な 識等を し、それを 用しつつ 性を有した
授業展開をすることで、児童や生 も広い視 を持って音
楽に対する 味が広げることができると言えよう。

味が広がれば演奏に於いても、より かな表現に取り
組む に むことができる。そしてより かな演奏が可
能となれば に 味もまた 大する。 頭の「領域分 と
ましい 動 ターン」( １)の領域 から 動し領域①

の中での が生じることとなる。そこに れば「何を
演奏したいのか」「どのように演奏するのか」という点に
対する問題意識を持った上で表現に かい合うことがで
きる。表現としての音楽(演奏)を意識することで、可 的
に「他教科との統合」の可能性も広がると は考える。

学生が、経験が なく統合実践例を想定しがたいという
点を考 して、今回のアンケートは「音楽科と他教科(分

)がどのように統合されているのかの 例」までは設
問しなかった。また、Web 上のテスト問題も、 的
なレ ェルの内容を設定した。今 の課題として、「音楽
科と他教科が統合されていると感じた 合の分 別の
例」、「小中学校各学年の他教科との統合と 味の持ち
」の調査や、実践例テストを多くの教科に って 度

別に設定する等、より 的な調査を行うのが課題と言え
る。
また、音楽科と他教科の統合だけでなく、音楽を使用し

て他教科に 化した表現17への取り組みを行い、それに対
する学生の ( 味の上 と演奏表現上達の関連性)を
調査する予定である。

4 初等科音楽教育法(2020)(音楽之友社 p.30 )
5 STEAM 教育という用語を最初(2006 年から 2008 年)に用
いたのは ークマン(G.Yakman)であり、STEM と liberal-
arts との統合の 組みをピラ ッ で表したものが られ
ている

6 Arts に関しては、Arts と liberal arts を表すと言われて
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いる。liberal arts は、現代では「教養」を意味するが、古代

ギリシャ・ロ―マに源流を有し、「人が見につけなければい

けない学芸の基本」と見做されていた。欧州の大学制度に於

いては、文法学・修辞学・論理学の三学、及び算術・幾何学・

天文学・音楽の四科である。liberal arts が表す内容も時代に

つれ変遷しているが、現代での「教養」は所謂芸術も含め、

様々な内容を包括している。高等学校化学教師の経験を持つ

脳科学のスーザ(D. A. Sousa)と芸術教師であるピレッキ(T. 

J. Pilecki)共著「AI 時代を生きる子どものための STEAM 教

育」(日本語版 2017 年 幻冬舎メディアコンサルティング発

行)の中で、STEM は収束思考に陥りがちだが、それに

Arts(芸術などのリベラルアーツ)を加えると拡散思考が加

わり創造的な発想が生まれることを強調している
7 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供
たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学
びの実現～(2021)文部科学省 中央教育審議会答申

8 「STEAM 教育」は 5 領域それぞれが順列組み合わせ的に
相互関係を確立しているのに対し、「音楽科と他教科との
統合」は、あくまで音楽が主であり音楽を通じて他教科と
の関連を探る、もしくは他教科の関連から音楽への造詣を
深めると言った性質を持つ。

9 初等科音楽教育法(2020)(音楽之友社 pp.152-153)
10 同        (音楽之友社 pp.184-185)
11 例年,歌唱共通教材を取り上げる際、対面授業中に「おぼ
ろ月夜」の歌詞を漢字仮名交じり文で書かせると、多くの
学生が「葉」を使用する。

12 今日一般的に「クラシック音楽」と称されるものは「バロ
ック音楽」、「古典派音楽」、「ロマン派音楽」の時代を
指す。諸説あるが、バロック音楽と分類される時代は、１7
世紀初頭あたりからを指すことが多い。クラシック音楽で
の「昔」であるので、バッハの時代はクラシック音楽の時
代として学校で習う最初の年代になる。

13 コメントに関しては学生から生の声として聞き取りをし
た。

14 2015 年 6 月 17 日、小学校と中学校の９年間の義務教育
を一貫して行う小中 一貫校を制度化する学校教育法等の一
部を改正する法律が、成立した。これにより、小中一貫校
は同法第１条で「義務教育学校」という一つの学校種に規
定され、2016 年度から小中一貫教育を実施する学校として
創設されることにな った。

15 設問の設定に関しては、①【道徳】や【特別な活動】、小

学校低学年の教科【生活】(中学年以降は理科と社会に分か

れる)は設問から割愛した。また、②中学校では各教科の中

でより専門的な単元に分かれている為、一種類の教科の中

でもどの単元が関連性を感じるかという設問を行った。ま

た、今回のアンケートは教科としての「音楽」との関連で

なく広義での音楽と他教科に対する意識を調査する目的

で、アンケート欄には「音楽科」とせず「音楽」と表した。
16 これに関しては例年実践例として授業内で取り組む歌詞
作成課題で化学式の暗記などを取り上げた例が見られた
ことを付記しておく。

17 数字(円周率、フィボナッチ数列等)を旋律に置換する、
氏名や生年月日等自己紹介的内容を旋律に置換する、な
どの表現の取り組み実践予定である。
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